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とき てんし おも ふ し ぎ やまい 

ある 時 天子 さまが たいそう 重い 不思議な 病 にお か 

かりにな りました。 なんでも 夜中す ぎになる と、 天子 

さまのお やすみになる 紫宸殿のお 屋根の 上に なんとも 

し きみ わる こえな こえ 

知れない 気味の 悪い 声で 鳴く ものが あります。 その 声 

き てんし 

をお 聞きに なると、 天子 さま はお ひきつけ になって、 

ひとばん ねつ 

もう それから は 一 晚 じゅうひ どい お 熱が 出て、 おやす 

みになる ことができ なくなりました。 そういう ことが 

みっか よっか てんし からだ み 

三日 四日と つづく うち、 天子 さまのお 体 は 目に 見え 

て 弱って、 御 食事 〔# 「御 食事」 は 底本で は 「後 食事 匕 《お 



しょくじ》 もろく ろくに 召し上がれ ないし、 癇 ばかり 

たか み きどく ごよう だい 

高ぶ つ て、 見る もお 気の毒な 御 容態に なりました。 

まいばん ごしょ まも ぷ し おお てんし 

そこで 毎晚 御所 を 守る 武士が 大ぜ い、 天子 さまのお 

やすみになる 御殿の 床下に 寝ずの^ をして、 どうかし 

あや な ごえ しょうた い みと ど 

てこの 妖しい 鳴き声の 正体 を 見届けよ うといた しま 

した。 

まいばん ひがし 

する うち それ は、 なんでも 毎晚 おそくな ると、 東の 

ほう ひと まくろ くも わ だ き 

方から 一 むらの 真っ黒な 雲が 湧き出して 来て、 だんだ 

ん 紫宸殿のお 屋根の 上に おおい かかります。 やがて 大 

おと おも 

きな つめで ひつ かくよう な 音が すると 思う と、 はじめ 

ま くろ くも おも きゅう おそ ば 

真っ黒な 雲と 思われて いた ものが 急 に 恐ろしい 化け 



かたち おそ おお ごしょ 

ものの 形に なって、 大きな つめ を 恐れ多く も 御所の 

お 屋根の 上で といでい るの だとい うこと がわ かりまし 

た。 

す お てんし やまい 

しかし こうして 捨てて置けば 天子 さまのお 病 はい 

おも だいじ かぎ 

よいよ 重くな つて、 どんな 大事に ならない とも 限り ま 

せん。 これ は 一^も早く この 怪しい もの を 退治して、 

てんし なや しず 

天子 さまのお 悩み を 鎮めて あげなければ ならない とい 

うので、 お 公卿 さまた ちが みんな 寄って 相談 をし まし 

た。 

そん 

なにしろ それに はなに 一 つし 損じの ないように、 

ぶ し ばん ゆみや わざ こころ 

武士の 中で も 一番 弓矢の 技の たしかな、 心のお ちつ 



なに おも 

ごた えがあって、 やが て どしんと 何 か 重い ものが、 

やね おも 

屋根の 上に おちた と 思う と、 ころころと ころげて、 は 

そらに わ き 

るかな 空から お 庭の 上まで ま つ さかさまに おちて 来 ま 

した。 家来の 唱が、 

「すわこ そご 

かよ おさ +ib> た 

と 駆け寄って、 ばけもの を 押えます と、 早 太が あず 

ほねく い たんけん ぬ ひとつ 

かっていた 骨 食の 短 剣を抜いて、 ただ 一 突きに しとめ 

ました。 

ょリ まさ しゅび たいじ 

頼 政が 首尾よく ばけもの を 退治した と いうので、 

ごてし おおさ わ 

御殿 は 上 を 下への 大騒ぎに なりました。 たいまつ をと 

しょうたい み あたま 

ぼし、 ろうそく をつ けて 正体 をよ く 見ます と、 頭 は 



せなか お あし 

さる、 背中 はとら、 尾 はきつ ね、 足 はたぬ きとい う 

ふしぎ ぬえ なごえ だ な 

不思議な ばけもので、 鵪 のよう な 鳴き声 を 出して 鳴い 

たこと がわ かりました。 ばけものの むくろ はすぐ に 焼 

きよみずでら 一つず 

いて、 清水寺の そばの 山の 上に 埋めました。 

ぬえ たいじ てんし やまい 

鶴が 退 治られて しまい ますと、 天子 さまのお 病 は 

それな リ ふきとつ たように 治って しまいました。 天子 

より まさ てがら ししおう 

さま はたい そう 頼 政の 手柄 をお ほめに なって、 獅子 王 

つるぎ うわ ギ. 1 ひと かさ そ ょリ まさ 

という りっぱな 剣に、 ぉ袍を 一重ね 添えて、 頼 政に 

だいじん つるぎ うわぎ 

おやりに なりました。 大臣が 剣と ぉ袍を 持って、 

ごてん た ょリ まさ さず 

御殿の きざ はしの 上に 立って、 頼 政に それ を 授けよう 

ょリ まさ 

としました。 頼 政 はき ざ はしの 下に ひざ をつ いて それ 



おおう ちゃ ま 

大内 山の 

やま も 

山守り は 

木が くれての み 

月 を 見る かな ご 

という 歌 を 詠みました。 そしてせ つかく 御所に 仕え 

ながら 低い 位に 埋もれて いて、 人に も しられず にい 

やま も たか こま す 

る 山守り が 高い 山の 上の 月 をわず かに 木の間から 隙き 

見す るよう に、 天子 さまの 御殿 を 仰いで ばかり 見て い 

ると いう 意味 を 歌いました。 天子 さま は その 歌 をお よ 

おも ょリ まさ し い 

みに なって、 かわいそうに お思いに なり、 頼 政 を 四 位 

くら い 一 .1 てん のぼ ゆる 

の 位に して、 御殿に 上る こと をお 許しに なりました。 
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